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筑波大学

2016年第 5問

5 4PQRにおいてÎRPQ = µ，ÎPQR = ¼
2
とする．点 Pn (n = 1; 2; 3; Ý)を次で定める．

P1 = P; P2 = Q; PnPn+2 = PnPn+1

ただし，点 Pn+2は線分 PnR上にあるものとする．実数 µn (n = 1; 2; 3; Ý)を

µn = ÎPn+1PnPn+2 (0 < µn < ¼)

で定める．

(1) µ2; µ3を µを用いて表せ．

(2) µn+1 +
µn
2
(n = 1; 2; 3; Ý)は nによらない定数であることを示せ．

(3) lim
n!1
µnを求めよ．


